
 

平成 26 年度第 2 回京都大学防災研究所自然災害研究協議会議事録 

 

日 時：平成 26 年 9 月 11 日（木）16 時 30 分～17 時 30 分 

場 所：京都大学宇治おうばくプラザ セミナー室１ 

出席者（敬称略）吉田、川邉、吉岡、緑川（代理：高井）、松澤、長田、廣岡、飯高、

釜井、松浦、横松、小林、越山、岩波、辰己、鈴木 

オブザーバー（敬称略）：大志万（所長）、寶（前議長）、川瀬（副所長）、 

（文部科学省）：丸山、（防災科学技術研究所）：臼田（代理：中須）、（事務局）：織田 

 山本 

配布資料： 

資料１ 京都大学防災研究所自然災害研究協議会出席者名簿 

資料２ 平成 26 年度第 1 回京都大学防災研究所自然災害研究協議会議事録（案） 

資料３ 地区部会活動報告及び活動計画 

資料４ 地震・火山科学と総合防災学の両共同研究拠点主催シンポジウム 

 

・開会に先立ち、文部科学省研究開発局地震・防災研究課防災科学技術推進室 丸山

秀明室長並びに京都大学防災研究所長 大志万直人教授より挨拶があった。 

・本協議会の出席者（代理）の確認（資料１）があった。また、新たに 6 号委員にな

られた東京農工大学の辰巳賢一助教の紹介がなされた。 

 

議 事: 

１． 前回議事録（案）の確認について（資料２） 

廣岡議長より資料に基づき説明がなされ、協議会終了までに修正等の指摘はなく、 

前回議事録として了承された。 

 

２．地震・火山科学と総合防災学の両共同研究拠点主催シンポジウム（資料４） 

先に、防災研究所：川瀬副所長より拠点間連携について報告がなされた。課題募 

集型研究について２１件の応募があり、審査の結果１２件を採択した。また、資料

４に基づき、次年度開始の参加者募集型共同研究の内容設計のため、１０月６日及

び７日にシンポジウムを開催する旨の報告がなされた。 

防災研究所：寶教授より上記のシンポジウムに関して、人文社会科学分野の研究

者の参加を促す取組について質問があり、川瀬副所長よりワーキングで担当者を決

めて、各分科会に対するリサーチ及び個別の参加依頼を実施している旨の説明がな

された。 

 

３．地区部会活動報告及び活動計画について（資料３） 

 本部及び各地区部会から活動報告及び活動計画について報告がなされた。 

本部及び各地区部会の主な報告項目：   



○本部地区：科学研究費補助金（特別研究促進費）が採択された。広島で起きた突発

災害について、災害発生後、突発災害員会で対応を検討し、中国地区部

会代表の山本晴彦先生に調査依頼を行うと同時に、本省にも調査の提案

を行った。本省からは迅速な対応を頂いた旨の報告がなされた。 

○北海道地区：８月２１日に幹事会を開催し、現在フォーラム開催について計画中で 

ある旨の報告がなされた。 

○東北地区：研究集会及び地区部会総会の開催、会誌の発行、シンポジウム等の共催 

等を予定している旨の報告がなされた。 

○関東地区：市民科学オープンフォーラムを地盤工学会関東支部 10 周年記念事業とし 

て共同開催する旨の報告がなされた。 

○中部地区：南海トラフ巨大地震中部地域地盤災害研究委員会より、地域防災実践型

共同研究（特定）に応募し採択された旨の報告がなされた。幹事会２回

開催、活動の具体化をＷＧの活動報告を行った。２７年３月に中部地区

研究集会の開催を予定している旨の報告がなされた。 

○近畿地区：近畿地区部会を発足した。今後、メーリングリストを作成しスケジュー 

ルを報告する。今後、幹事会の開催を予定している旨の報告がなされた。 

○四国地区：防災研公開講座を高知県と共同開催した旨の報告がなされた。 

○西部地区：２月６日、福岡市九州大学で、部会の研究発表会を開催する予定である

旨の報告がなされた。 

 

４．今後の予定 

第３回自然災害研究協議会は平成 27 年 3 月の中旬に開催予定。 

 

５．その他 

釜井委員より、突発災害について、文部科学省研究開発局地震・防災研究課にお

かれましては、迅速な対応をして頂き、強い後押しをして頂いた旨の報告がなさ

れた。 

 

 

 


